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EVENT REVIEW

 “限りなく自由な
測量スタイル”を一堂に
測量・設計システム展2007  イベントレポート

USER REPORT

 SOKKIA FREESTYLE 360°の『SRX』
高効率・省力化を推進
ストレスなしの完全リモコンを実現
青森県埋蔵文化財調査センター様



 FREESTYLE 360°の真骨頂『SRX』
 なしの完全リモートコントロールを実現

『測量・設計システム展2007』において､ソキアが発信したニューコンセプト“フリースタイル宣言”と､

そのシンボルともいえるトータルステーション『SRX』が話題になっている｡

完全なリモートコントロールをめざし開発された『SRX』は､ソキア独自の自動追尾技術などにより､ストレスのない､

自由自在の観測環境を創出する｡『SRX』は、前回に続くレポートとなるが、今年度に14台も導入いただいた

青森県埋蔵文化財調査センター様を訪ね､遺跡調査における『SRX』の感想をお聞きした｡

青森県埋蔵文化財調査センター様
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『
Ｓ
Ｒ
Ｘ
』
発
表
に
先
立
つ
ひ
と
月
前
、
東

京
・
六
本
木
ヒ
ル
ズ
に
お
い
て
販
売
代
理

店
に
向
け
た
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を

行
っ
た
。『
Ｓ
Ｒ
Ｘ
』
は
、
ソ
キ
ア
独
自
の

リ
モ
ー
ト
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
と
の
組
み
合
わ
せ

に
よ
り
、
完
璧
な
ま
で
の
自
動
追
尾
・
自
動

視
準
を
実
現
す
る
。
万
が
一
、
ロ
ス
ト
し
て

も
、
瞬
時
に
ト
ー
タ
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
プ

リ
ズ
ム
を
探
し
出
し
、観
測
を
完
了
す
る
。

　

会
場
に
は
、
こ
の
様
子
を
食
い
入
る
よ
う

に
見
つ
め
る
ソ
キ
ア
の
販
売
代
理
店
・
㈱
西

衡
器
製
作
所
青
森
支
店
の
折お

り

舘だ
て

営
業
課
長

の
姿
が
あ
っ
た
。

　
「
よ
し
、
こ
れ
な
ら
売
れ
る
。
自
信
を
持
っ

て
薦
め
ら
れ
る
」
折
舘
課
長
の
脳
裏
に
あ
っ

た
の
は
、20
年
来
の
お
取
引
が
あ
る
青
森
県

埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー
様
で
あ
る
。

　

世
紀
の
発
見
と
言
わ
れ
、
歴
史
教
科
書
を

塗
り
変
え
た
「
三
内
丸
山
遺
跡
」
の
試
掘
を

初
め
て
行
っ
た
の
は
、
青
森
県
埋
蔵
文
化
財

調
査
セ
ン
タ
ー
様
で
あ
り
、
本
調
査
お
い
て

も
㈱
西
衡
器
製
作
所
と
ソ
キ
ア
は
積
極
的

な
技
術
支
援
を
行
っ
た
経
緯
が
あ
る
。
ま

た
、
日
中
共
同
研
究
の
中
国
・
興
隆
溝
遺
跡

調
査
な
ど
、㈱
西
衡
器
製
作
所
は
そ
の
度
に
ソ

キ
ア
の
最
新
技
術
・
シ
ス
テ
ム
を
送
り
込
み
、

文
化
財
調
査
に
寄
与
し
た
実
績
が
あ
っ
た
。

　
『
Ｓ
Ｒ
Ｘ
』
の
新
年
度
導
入
を
め
ざ
し
、
折

舘
課
長
は
す
ぐ
に
対
応
し
た
。

　

年
明
け
間
も
な
く
、
青
森
県
埋
蔵
文
化

財
調
査
セ
ン
タ
ー
様
に
持
ち
込
み
デ
モ
を

行
っ
た
の
だ
。
セ
ン
タ
ー
の
全
職
員
が
見
守

る
中
で
『
Ｓ
Ｒ
Ｘ
』
は
見
事
な
自
動
追
尾
・

自
動
視
準
を
披
露
し
た
。

　
「
自
動
追
尾
し
た
瞬
間
、
オ
ー
と
い
う
ど
よ

め
き
と
歓
声
が
あ
が
り
ま
し
た
。『
Ｓ
Ｒ
Ｘ
』

の
す
ば
や
い
動
作
に
、
み
な
さ
ん
随
分
と
驚

か
れ
た
よ
う
で
し
た
」
と
、
折
舘
課
長
は
デ

モ
の
成
功
を
確
信
し
た
。

　
『
Ｓ
Ｒ
Ｘ
』
の
真
価
を
目
の
当
た
り
に
し
た

青
森
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー
・
文
化

財
保
護
主
査
の
葛か

つ
ら
ぎ城
様
の
反
応
も
早
か
っ
た
。

　

新
幹
線
・
新
駅
予
定
地
周
辺
で
の
発
掘
作

業
に
追
わ
れ
る
葛
城
様
に
時
間
を
い
た
だ

き
、『
Ｓ
Ｒ
Ｘ
』
導
入
の
決
め
手
は
何
だ
っ
た

の
か
、
単
刀
直
入
に
伺
っ
て
み
た
。「
折
舘
課

長
か
ら
話
を
い
た
だ
い
た
当
初
は
、
自
動
追

尾
型
ト
ー
タ
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
関
心
は

あ
る
も
の
の
、
そ
の
実
力
は
半
信
半
疑
で
し

た
。
で
す
か
ら
、
デ
モ
で
見
た
『
Ｓ
Ｒ
Ｘ
』
自

動
追
尾
・
自
動
視
準
は
衝
撃
的
で
し
た
。
そ

こ
で
す
ぐ
に
職
員
に
対
し
ア
ン
ケ
ー
ト
を

行
い
ま
し
た
。
ほ
と
ん
ど
が
新
年
度
導
入
を

希
望
し
て
き
ま
し
た
。
遺
跡
調
査
現
場
で
の

計
測
・
記
録
は
、
通
常
2
人
で
行
い
ま
す
が
、

　

ソ
キ
ア
が
提
唱
す
る
〝
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル

宣
言
〞
は
、「
技
術
は
人
の
自
由
な
発
想
に
供

さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
」
と
い
う
製
品
コ
ン
セ

プ
ト
を
う
た
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　

ユ
ー
ザ
ー
は
、
現
場
を
自
由
自
在
に
動

き
回
り
、
迅
速
に
思
い
通
り
の
観
測
を
行

う
。
そ
う
し
た
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
の
環
境

を
創
り
出
す
た
め
に
、
ソ
キ
ア
が
提
供
す
る

機
器
・
シ
ス
テ
ム
は
、
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
に

煩
わ
し
さ
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
し
、
観
測

作
業
で
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
で

あ
っ
て
も
な
ら
な
い
。

　

昨
年
10
月
に
発
表
し
た
ト
ー
タ
ル
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
『
Ｓ
Ｒ
Ｘ
』
は
、ま
さ
に
こ
の
フ
リ
ー

ス
タ
イ
ル
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
具
現
化
す
る

シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。

西
衡
器
製
作
所
と
ソ
キ
ア
が
連
携
し

文
化
財
調
査
を
新
技
術
で
支
援

● 所在地
〒038-0042　青森県青森市新城字天田内152-15
TEL.017-788-5701～2　FAX.017-788-5702
ホームページ　http://www.ao-maibun.jp/

青森県埋蔵文化財調査センター様

SOKKIA  
高効率･省力化､ストレス 

青森県埋蔵文化財調査センター
調査第1グループ
文化財保護主事

神
じん

 昌
ま さ

樹
き

 様

「誰でも使える自動追尾・視準デモに感動!!
現場のニーズにピタリとはまりました」
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株式会社西衡器製作所 
青森支店　営業課長

折
おり

舘
だて

氏

す
ば
や
い
自
動
追
尾
に
歓
声
が

14
台
の『
Ｓ
Ｒ
Ｘ
』を
現
場
に
導
入

（右）プリズム側からの操作で、作業員1人でも
観測可能な『SRX 』。青森県埋蔵文化財調査
センター様では、より確実な観測をするため
に、2人1組（プリズムマンとペンコンピュータ
で記録する人）で作業を行っていた。



瀬
（
す
な
こ
せ
）
遺
跡
」
に
向
か
っ
た
。

　

砂
子
瀬
遺
跡
は
、
縄
文
時
代
中
期
後
半
か

ら
後
期
前
半
（
約
4
5
0
0
〜
3
0
0
0
年

前
）
も
の
で
、
環
状
列
石
で
知
ら
れ
る
小
牧

野
遺
跡
と
同
様
の
石
組
み
を
し
た
炉
な
ど

興
味
深
い
資
料
も
多
い
と
い
う
。

　

美
山
湖
右
岸
に
点
在
し
て
い
る
遺
跡

は
、
10
数
カ
所
を
数
え
、
約
70
万
㎡
に
及

ぶ
。
砂
子
瀬
遺
跡
は
そ
の
１
つ
で
あ
り
、
調

査
は
平
成
26
年
ま
で
続
く
予
定
で
あ
る
。

　

発
掘
は
、
シ
ャ
ベ
ル
や
刷
毛
を
使
っ
て
地

面
と
向
き
合
う
地
道
な
作
業
で
あ
る
が
、
何

か
出
土
す
れ
ば
、状
況
は
一
変
す
る
。

　

現
場
の
計
測
・
記
録
を
監
督
す
る
文
化

財
保
護
主
事
の
神じ

ん

様
は
言
う
。「
こ
の
遺

跡
で
も
発
掘
当
初
は
、１
日
に
１
０
０
点
、

２
０
０
点
の
遺
物
や
遺
構
が
出
て
き
ま

し
た
。
こ
れ
ら
を
、
よ
り
正
確
に
よ
り
ス

ピ
ー
デ
ィ
ー
に
記
録
・
作
図
す
る
の
が
主

な
仕
事
な
の
で
す
が
、
実
際
に
ト
ー
タ
ル

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
使
っ
て
計
測
す
る
の

は
、
測
量
の
専
門
知
識
を
持
た
な
い
調
査

補
助
員
と
呼
ば
れ
る
人
た
ち
で
す
。
し
た

が
っ
て
、
現
場
で
求
め
ら
れ
る
の
は
、
簡

素
で
誰
に
で
も
扱
え
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

『
Ｓ
Ｒ
Ｘ
』
の
デ
モ
は
、
こ
の
ニ
ー
ズ
に
ピ

タ
リ
と
は
ま
り
、
コ
レ
だ
！
と
本
当
に
感

動
し
ま
し
た
」

　

自
然
は
気
ま
ぐ
れ
で
あ
り
、
風
雨
で
遺

物
が
流
さ
れ
て
し
ま
う
前
に
、
記
録
を
と

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
発
掘
調
査
に
は

我
々
が
思
う
以
上
の
迅
速
性
が
要
求
さ
れ

て
い
る
。

『
Ｓ
Ｒ
Ｘ
』
な
ら
１
人
で
も
作
業
が
可
能
に

な
り
ま
す
。
ま
た
、
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
簡

単
で
、
発
掘
現
場
に
打
っ
て
つ
け
の
シ
ス
テ

ム
だ
と
思
い
ま
し
た
」
と
、
初
印
象
を
語
る
。

　

そ
の
一
方
で
、「
た
だ
、
新
し
い
シ
ス
テ
ム

に
不
安
が
な
か
っ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
こ
れ
ま
で
調
査
で
使
っ
て
き
た
電
子
平

板
や
電
子
野
帳
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
が
ど
う

か
、
大
き
な
プ
リ
ズ
ム
を
持
っ
て
現
場
で
動

け
る
か
ど
う
か
な
ど
、
気
が
か
り
な
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
が
、
ソ
フ
ト
面
で
ソ
キ
ア
に
サ

ポ
ー
ト
し
て
も
ら
い
ま
し
た
し
、
大
き
い
と

思
っ
て
い
た
プ
リ
ズ
ム
も
、
現
場
で
は
な
ん

ら
支
障
な
く
、
取
り
越
し
苦
労
で
し
た
ね
」

と
、
満
足
げ
な
顔
を
見
せ
な
が
ら
葛
城
様
は

現
場
指
揮
へ
戻
ら
れ
た
。

　

セ
ン
タ
ー
に
は
、４
月
に
12
台
も
の『
Ｓ
Ｒ
Ｘ
』

を
導
入
し
て
い
だ
い
た
。『
Ｓ
Ｒ
Ｘ
』
は
、
10

数
カ
所
あ
る
発
掘
現
場
で
高
効
率
の
作
業

と
省
力
化
を
実
証
。
当
初
、
従
来
の
シ
ス
テ

ム
で
十
分
と
言
っ
て
い
た
職
員
か
ら
も
、
使

い
た
い
と
い
う
声
が
上
が
っ
て
き
た
。

　

現
在
は
、
２
台
を
追
加
導
入
し
、
計
14
台

の『
Ｓ
Ｒ
Ｘ
』が
各
現
場
で
活
躍
し
て
い
る
。

　

実
際
の
発
掘
現
場
の
声
を
伺
う
た
め
に
、

世
界
遺
産
の
白
神
山
地
に
ほ
ど
近
い
「
砂
子

『ＳＲＸ』の実力は「百聞は一見にしかず」
自動追尾トータルステーションのイメージを一変
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青森県埋蔵文化財調査センター
調査第1グループ

調査補助員

館
たて

山
や ま

 昌
ま さ

生
き

 様

「360°どんな方向でも追尾してくれます
ロスト時の復帰も速く、ストレスはありません」

日に100～200点の遺物が出土した砂子瀬
遺跡。発掘作業員も障害物になる状況で、
『ＳＲＸ』は瞬時の自動追尾・視準により、正
確かつスピーディーな計測を提供した。

青森県埋蔵文化財調査センター
調査第1グループ　
調査補助員

小
こ

鹿
し か

 伸
し ん

輔
す け

 様

「1時間200点の計測が、『ＳＲＸ』は30分300点
一人でも作業が可能になり、省力化も実現」

地
道
な
発
掘
作
業
に
対
し
て

記
録
は
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
さ
が
命



　

実
際
に
計
測
を
し
て
い
る
調
査
補
助
員
の

小こ

鹿し
か

様
と
館た

て

山や
ま

様
の
姿
を
現
場
で
追
っ
た
。

　

発
掘
を
し
て
い
る
作
業
員
が
折
り
重
な

る
中
、
２
人
は
障
害
物
が
な
け
れ
ば
低
い
ピ

ン
ポ
ー
ル
を
、
窪
ん
だ
場
所
や
藪
の
中
、
作

業
員
が
障
害
に
な
る
場
所
で
の
計
測
に
は

ポ
ー
ル
タ
イ
プ
を
と
、
プ
リ
ズ
ム
の
組
み
合

わ
せ
を
自
在
に
使
い
分
け
、
す
ば
や
く
淀
み

な
い
作
業
を
続
け
て
い
た
。

　
「
こ
れ
ま
で
の
シ
ス
テ
ム
で
は
１
時
間
２
０
０

点
ぐ
ら
い
の
計
測
で
し
た
が
、『
Ｓ
Ｒ
Ｘ
』で
は

30
分
で
３
０
０
点
も
可
能
に
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
ペ
ン
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
使
っ
て
い
る
の
で
、

そ
の
場
で
計
測
の
確
認
が
で
き
ミ
ス
が
な
く

な
り
ま
し
た
」
と
、小
鹿
様
。

　
「
ど
ん
な
方
向
で
も
プ
リ
ズ
ム
に
ト
ー
タ
ル

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
つ
い
て
き
ま
す
。
万
一
ロ
ス

ト
が
あ
っ
て
も
、『
Ｓ
Ｒ
Ｘ
』
は
本
当
に
瞬
時

に
自
動
追
尾
・
自
動
視
準
を
し
て
く
れ
ま
す
。

B
l
u
e
t
o
o
t
h
無
線
技
術
を
使
っ
た
完
全

ワ
イ
ヤ
レ
ス
で
す
か
ら
、
使
い
や
す
く
て
ト
ラ

ブ
ル
も
あ
り
ま
せ
ん
」と
、
館
山
様
も
大
き
な

信
頼
を
寄
せ
る
。

　

さ
ら
に
、
現
場
指
揮
を
と
る
神
様
に

『
Ｓ
Ｒ
Ｘ
』の
有
用
性
に
つ
い
て
語
っ
て
い
た

だ
い
た
。「
測
量
現
場
で
ど
の
よ
う
な
計
測
を

さ
れ
て
い
る
の
か
、
そ
れ
は
門
外
漢
で
す
が
、

私
ど
も
の
文
化
財
調
査
の
現
場
は
、
次
か
ら

次
か
ら
出
て
く
る
出
土
品
を
、
そ
の
場
で
す

ぐ
に
、
記
録
す
る
の
が
仕

事
で
す
。
し
か
し
な
が

ら
、
現
場
を
見
て
も
わ
か

る
よ
う
に
、
発
掘
作
業
員

が
入
り
乱
れ
、
計
測
す
る

か
ら
と
、
移
動
し
て
も
ら

う
こ
と
も
ま
ま
な
り
ま

せ
ん
。
凸
凹
し
た
現
場

で
、
発
掘
作
業
員
が
い

る
、
そ
ん
な
障
害
物
が
当

た
り
前
に
あ
る
状
況
で

計
測
し
て
い
ま
す
。
で

す
か
ら
、10
㎝
・
30
㎝
・
50
㎝

の
ピ
ン
ポ
ー
ル
と
長
尺

の
ポ
ー
ル
を
、
状
況
に
合

わ
せ
て
使
え
る
、
人
が
横

切
っ
て
ロ
ス
ト
を
し
て

も
す
ぐ
に
追
尾
・
視
準
す
る
『
Ｓ
Ｒ
Ｘ
』
は
、

最
高
の
ツ
ー
ル
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

こ
れ
ま
で
手
描
き
に
頼
っ
て
い
た
土
層
断

面
の
記
録
も
簡
易
な
も
の
は
ノ
ン
プ
リ
ズ

ム
機
能
を
使
っ
て
作
図
ま
で
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
」
と
、
ソ
キ
ア
が
提
供
す
る

ポ
ー
ル
の
自
在
性
、
自
動
追
尾
・
自
動
視
準

と
高
精
度
測
距
『
R
E
D-

t
e
c
h 

E
X
』

の
性
能
を
実
感
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

　
『
Ｓ
Ｒ
Ｘ
』
と
セ
ッ
ト
の
リ
モ
ー
ト
キ
ャ
ッ

チ
ャ
ー
の
新
し
い
プ
リ
ズ
ム
は
、精
度
が
格
段

に
ア
ッ
プ
し
て
お
り
、３
６
０
度
の
方
向
に
対

応
、ト
ー
タ
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
追
尾
ス
ピ
ー

ド
が
速
い
。
し
た
が
っ
て
、
万
が
一
、
ロ
ス
ト

し
て
も
即
時
、
追
尾
・
視
準
を
完
了
す
る
。
そ

の
間
は
数
秒
、い
や
1
秒
と
か
か
ら
な
い
だ
ろ

う
。
ス
ト
レ
ス
は
、
全
く
な
い
。
そ
し
て
、
適
材

適
所
で
使
え
る
ソ
キ
ア
独
自
の
ピ
ン
ポ
ー
ル

な
ど
、『
Ｓ
Ｒ
Ｘ
』
は
ユ
ー
ザ
ー
が
〝
フ
リ
ー
ス

タ
イ
ル
〞
を
体
現
で
き
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。

　
「
百
聞
は
一
見
に
し
か
ず
」
と
い
う
。
ソ

キ
ア
が
測
量
業
界
な
ら
び
に
関
連
業
、
計
測

を
必
要
と
す
る
多
く
の
業
界
に
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
し
た
の
が
〝
ソ
キ
ア
・
フ
リ
ー

ス
タ
イ
ル
３
６
０
度
『
Ｓ
Ｒ
Ｘ
』〞
で
あ
る
。

『
Ｓ
Ｒ
Ｘ
』
に
触
れ
、
そ
の
実
力
を
み
な
さ
ん

の
そ
の
目
で
見
て
体
感
い
た
だ
き
た
い
。
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● 自動追尾機能に「リモートキャッチャー」をプラスし、
　「完全なリモートコントロール」を実現
●測距精度にこだわったRED-tech EX搭載
● アブソリュート・エンコーダをさらにリファインした新しい測角システム
● 従来からのシリアルはもちろん、CFカード、USB、
　SFXダイアルアップ機能など多彩なインターフェースを搭載
● Bluetooth®無線技術（クラス1）を搭載。ライセンス不要で
　フルワイヤレスなリモートコントロール観測システムを構築可能

トータルステーション 

SRX

株式会社ソキア販売 
東北営業所
遠藤 

障害物の有無、高低、出土品の状況にあ
わせて、ソキア独自のピンポールとポー
ルを選択。適材適所に選択できるソキア
の“フリースタイル”が、計測効率アップ
を促進する。

完
全
ワ
イ
ヤ
レ
ス
の
使
い
良
さ

作
業
効
率
は
、数
倍
以
上
に
ア
ッ
プ
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プレゼンテーションコーナーでは、

SRXとGIR1600をビデオでご紹介。

この2本のプレゼンテーションビデオ

は、CD-ROMにてご覧頂けます。詳し

くはお近くのソキア販売 各営業所に

お問い合わせください。

プレゼンテーション

“限りなく自由な測量スタイル”を一堂に

2007.6.20-22. at PACIFICO YOKOHAMA

6月20日（水）から22日（金）までの3日間、神奈川県横浜市のパシフィコ横浜に

おきまして「測量・設計システム展2007」が開催され、通算20,000人を超える

ご来場者＊で賑わいました。ソキアは、「SOKKIA FREESTYLE 360°」という

コンセプトを掲げ、会場一番奥に大きくブースを構えて皆様をお迎えしました。

また、中国・韓国からのご来場者もあり、日本のみならず、東アジア全体に向けて

ソキアとソキア製品をアピールする場となりました。今回ご紹介した新しい製品、

システムは今後続々と市場へ投入していく予定です。どうぞご期待ください。
＊主催者発表

測量・設計システム展 2007

̶SRXを中心に、充実のソリューションをご紹介̶

E V E N T  R E V I E W



06

中国と韓国からのお客様にもプレゼ

ンテーションを行った。プレゼンテー

ションをご覧頂いた後、ブース全体を

見て回られ、皆様熱心に説明を聞か

れていた。

海外からのお客様への
プレゼンテーション

中国からのお客様 韓国からのお客様



G P S 測 定 誘 導システム
「G-POWER」がSRXに対応。
深浅測量のナビゲーションと
いえば真っ先にGPSを思い
浮かべるが、これにより、上空
視界がさえぎられている場所
でも、SRXをセンサーとしてナ
ビゲーションを行うことが出
来る。また、メッシュ観測や定
点観測も可能に。

G-POWER　　　 

会場に掲げ、またお配りもした、SRXのシ
ステムラインアップポスター。プリズムシ
ステムやハンドル、パワーシステムの多様
性が一目瞭然である。

　　　 システムラインアップ

「ジャンピング・マン」をかたどった模型に、360°プリズムを取り付けて移動。途中障害物の裏を通る
など厳しい条件を付けての展示だったが、SRXは常に追いかけ、追尾性能の高さをアピールした。

　　　 エンドレスデモ

SRX、その拡がりに注目
もっとも注目を浴びていたのは、昨年の測量設計システム展でご紹介したSRX。今年

はSRX本体だけでなく、周辺のアプリケーションの充実さに焦点を当てました。例えば、

ポール、ピンポールと現場に合わせて自在に組み合わせて使うことが出来るプリズムシ

ステム、更なる長時間の駆動を可能とする外部バッテリー、機能を選べるハンドル、応用

機能プログラムなど、システムとしての高い完成度をお分かりいただけたと思います。

ポール・ピンポールと、現場の環境、用途に合わせてくみ上げるこ
とが出来るプリズムシステム。今回のユーザーレポートでも、その
有用性は実証済みである。

　　　 ポール、ピンポール
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マニュアル・トータルステーションの新型
「SET X」も発表。「SET X」は、Windows CE
搭載機としては最高級の耐環境性能IP65を
誇る。

SET X　　　 

協力企業と共に、IT施工へ向けてのご提
案。トータルステーションを用いて数値管
理をする施工システムや、発掘現場におけ
るトータルステーションの活用について
ご紹介した。

　　　 IT施工

GPS受信機と、ユー
ザーインターフェイス
を改良した基線解析
ソフトウェアを紹介。

GPS　　　 

MONMOS 3-Dステー
ションにモータードライ
ブを搭載した「NET1」。
ブースでは、トンネルや
法面、船体ブロックをイ
メージした模型を作り、
自動測定機能など新し
くなった「MONMOS」
をご紹介した。

　　　 NET 1

フルラインアップのソリューションを提供
もちろん、注目されたのはSRXだけではありません。FREESTYLEというコンセプトの元、様々な

作業シーンにおいて自由に使え、ストレスの軽減を目的としたソリューションのご紹介をいたしま

した。例えば、協力企業と共に取り組んでいる施工のIT化、「G-POWER」を核としてのGPSとSRX

の融合、多様化するGISソリューションに向けた製品群、モータードライブ搭載で、更に進化を遂げた

MONMOS 3-Dステーション、建築現場へ向けた高精度のラインレーザなど。見所満載のブースとなりました。

ソキアが提案するラインレーザ。ブース内に実際の内装工事現場
をイメージしたスペースを設け、その使い勝手などをアピールした。

　　　 ラインレーザ

プレゼンテーションビデオでもご紹介しているDGPS受信機
GIR1600。マネキンを使って、「身に付ける」GPS受信機をアピール
した。また、様々な協業メーカーと共に、多様化するGISソリュー
ションに向けてのご提案を行った。

　　　 GIR

08
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AUTO 3-Dステーション

NET1
自動視準、モータードライブ、レーザマーキング、

遠隔操作など、計測の効率化・省力化を飛躍的に高める

新機能を装備する、3-Dステーション NET1です。

自 動 測 定 機 能

プリズムと反射シートの「自動視準機能」を搭載し、構造物の変位自動モニタリ

ングが可能。自動視準機能では、視野内に複数のプリズムや反射物があっても、

十字線中心に最も近いターゲットを確実に視準する、NET1専用のアルゴリズ

ムとなっています。また、移動するプリズムを連続測定する「自動追尾機能」も

搭載していますので、計測の可能性が広がります。

高 性 能 E D M 搭 載

反射シートで（1+1ppm×D）mm、反射プリズムで（1.5+1ppm×D）mmの高

精度測距を実現しています。測定範囲は反射シートで300m、反射プリズムで

3,000m。ノンプリズムでは最大200mの測定が行えますので、ターゲットの

設置できない場所や、トンネル内空断面計測に威力を発揮します。

あ ら ゆ る 用 途 ・ 環 境 に 対 応 す る 充 実 装 備

JIS保護等級IP64というトップクラスの耐環境性能を備えています。また、

Bluetooth® 無線技術による通信機能を搭載し、ワイヤレス接続が可能なほか、

本体OSは拡張性の高いWindows CE、タッ

チスクリーン操作が可能な視認性抜群の半

透過TFT液晶など充実装備です。加えて、オ

プションの「レーザガイドLSP1」を搭載す

れば、トンネル切羽の自動レーザマーキング

機としてお使いいただけます。

S O K K I A 製品情報

SURVEYING INSTRUMENTS /  TOTAL STATION

SURVEYING INSTRUMENTS /  AUTO 3-D STATION

優 れ た 耐 環 境 性 能 と 長 時 間 駆 動

JIS保護等級IP65という、優れた耐環境性能を誇ります。機械内部への粉塵の

侵入を完全にシャットアウト、かつ突然の大雨でも水の浸入を許さない設計で

す。駆動時間は、標準付属のバッテリー（BDC58×2個）で28時間、合わせて

外部バッテリーBDC61を使用すれば、最大68.5時間もの長時間になります。

また、外部バッテリーを接続しても本体の耐環境性能IP65は維持されます。

使 う 人 を 考 え た デ ザ イ ン と 装 備

使い心地をデザインしました。例えば機械側面に搭載したトリガーキー。固定

微動つまみから指を離さなくても押すことにできる絶妙な配置になっていま

す。また、持ち方を選ばず確実にグリップする形状のハンドル。持ち運び時の

安心感を向上させたと共に、簡単に着脱できる

ロック機構も新たに採用しました。このほか、

定評をいただいているガイドライトの標準搭

載、Bluetooth® 無線技術による通信機能、タッ

チスクリーン操作が可能な視認性抜群の半透過

TFT液晶など、充実した装備です。

先 進 の 基 本 機 能

光波距離計は、SRXに搭載されているRED-tech EXを搭載。プリズム、反射

シート、そしてノンプリズムと測定対象を選ばず高い測距性能を誇ります。測

角系にもSRXと共通の、ソキア独自のアブソリュート・エンコーダを搭載して

います。本体OSはWindows CE、測定ソフトウェアとして電子野帳プログラ

ム「SDR8 サーベイ」をプリインストールしています。

トータルステーション

～過酷な大地がスペックを決めた～

Windows CEを搭載する高性能トータルステーション

でありながら、IP65というクラス最高の耐環境性能を

誇るSOKKIA CLASSIC、SET Xです。

レーザガイドLSP1

新 製 品 紹 介

h t t p : / / w w w . s o k k i a . c o . j p / p r o d u c t / i n d e x . h t m l

三次元測定システム
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